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お得な年間パスポート 

●小石川後楽園用● 

一般:１､２００円 
６５歳以上:６００円 

 好評発売中 

毎週土曜日 

１０時・１３時 
英語の庭園ガイドツ
アー(無料) 開催！ 
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｢小石川後楽園｣ 

ホームページ →検索 

「公園へ行こう！」 
見てね！ 

 

→ 検索 

晩秋の小石川後楽園、錦に遊ぶ 

 

第１０３号 

 

 

 都立 9 庭園では

11 月 30 日まで 

「いい庭キャンペ

ーン」を開催！詳

しくは、ＨＰやチ

ラシをどうぞ。 

 

深山紅葉を楽しむ 
 

開催期間：11 月 15 日(金)～12 月 5 日(木) 
      (9 時～17 時(最終入園は 16 時 30 分)) 

 

①江戸糸あやつり人形の公演 

日時：11 月 16 日(土) 11 時 30 分・13 時 30 分 

内容：松原にて、江戸糸あやつり人形遣い・上條充氏に

よる公演。指につないだ数本の糸で操る人形の繊細な動

きをご覧ください。各回約 30 分、雨天・強風時は中止

当日自由参加、観覧費無料(入園料別途)です。 

 

②宝生流能楽公演「紅葉狩」 

日時：11 月 17 日(日) 11 時 30 分・13 時 30 分 

内容：松原にて、文京区内に能楽堂を有する伝統ある能

楽流派のひとつ、宝生流・髙橋憲正氏による能楽公演を

お楽しみください。各回約 30 分、雨天中止、当日自由

参加、観覧費無料(入場料別途)です。 

 

③伝統技能見学会「雪吊り」 

日時：11 月 30 日(土) 10 時・13 時 

内容：園内の“一つ松”と“陽石の松”に雪吊りを施し

ます。冬の庭園を飾る伝統の技を、解説付きでご覧くだ

さい。各回約 60 分、雨天時は 12 月 1 日(日)の同時刻

に延期、当日自由参加、観覧料無料(入園料別途)です。 

 

 さらに、庭園ガイドボランティアの案内で、園内散策

をお楽しみいただく「庭園ガイド」は、期間中の土・日 

・月・祝日の 11 時・14 時、各回約 60 分、雨天中止 

当日自由参加、参加費無料(入園料別途)です。 

 また、「三福団子」のキッチンカーは、松原に期間中

毎日(荒天時休業の場合あり)10 時～16 時で出店、売店

「葵屋」では、オリジナル手ぬぐい『通天橋・夏』の季

節限定カラー『通天橋・秋の風景』を、枚数限定(なくな

り次第終了)で販売します。 

 《昨年、内庭の様子》 

 日ごとに秋が深まり、各地から紅葉の便りが届くこ

ろになりました。小石川後楽園でも、見ごろのお問い

合わせが増えています。例年、11 月下旬から 12 月上

旬に美しくなる当園の紅葉ですが、今年は大きな台風

がやってきたりして、いつもとは少し違う夏から初秋

を過ごしたモミジやイチョウたち、どんなふうに色づ

いてくれるのか？職員もワクワク、ドキドキの今日こ

のごろです。 

 さて、今年も『深山紅葉を楽しむ』と題し、11 月 

15 日(金)～12 月 5 日(木)の期間、土・日を中心に、

左記のとおり催し物を行います。園内を彩る紅葉とと

もに日本の伝統芸能もお楽しみください。 

 

園内、紅葉のころのお願いごと 

 イロハモミジ、ケヤキ(欅)、イチョウ(銀杏)、ミズキ

(水木)やハゼ(櫨)など、小石川後楽園の園内には、約

900 本の紅葉(黄葉)する樹があります。 

 “錦彩る”といいますが、緑、黄色、橙、赤、茶色、

また、それぞれの色の濃淡など、これからの季節、園 

内の木々たちは、数え切れないほどの色を、私たちに 

披露してくれます。 

 毎年、多くのみなさまにお越しいただく園内ですが 

園路の狭い場所もございます。今年も、下記の期間中 

は、三脚、一脚、自撮り棒などの撮影補助機材のご使 

用や、写生やスケッチを禁止にさせていただきます。 

 禁止期間：11 月 15 日(金)～12 月 8 日(日) 

 美しい景色の中で、素敵な秋をお過ごしいただきた 

く、みなさまのご理解とご協力をお願いいたします。 

 

 

【紅葉おすすめ処・その弐 丸屋周辺】 

【紅葉おすすめ処・その壱 大堰川周辺】 

 今年、『深山紅葉を楽しむ』のポスターにも使われ

ている大堰川周辺の景色は、真っ赤な紅葉を、朱塗り

の橋「通天橋」が、より一層引き立てます。現在、調

査工事中のため、通天橋を渡ることはできませんが、

橋と紅葉のグラデーションをご堪能ください。 

《昨年、大堰川周辺の様子》 

 

 その名の通り美しいイロ

ハモミジが何本も植えられ

ている「紅葉林」、小さな

池の周囲をモミジが紅く染

め上げる「内庭」(右上写真)

など、紅葉のおすすめ処は

たくさんありますが、茅葺

の風情ある建物「丸屋」周

辺も、なかなか良い風景！ 

 大泉水(大きな池)を背中に

して、丸屋を正面にご覧い

ただく景色はもちろんです

が、大泉水を奥にして、紅

葉と丸屋を手前にご覧いた

だける場所(右写真)も、お 

おすすめです。 

 さらに、毎年、みなさまが「まあ～、きれい！」と喜

歓声をあげられるのは、西日に照らされた西門から庭門

までの紅葉です。園内をゆっくり散策され、「さあ、帰

ろうか！」の時間、紅葉狩りの一日を締めくくってくれ

るように、よく晴れた日は、真っ赤な紅葉がキラキラと

輝きます。さあ、みなさまのお気に入りの風景はどこで

しょう？ぜひぜひ、探してみてくださいね。 

《昨年、丸屋周辺の様子》 


